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ソナタ形式に基づく第 1 楽章をリズム・モティーフの観点から分析すると，第 15 番 D840 から
第 18 番 D894 と，第 19 番 D958 から第 21 番 D960 では，その用法に違いが見られる。前者にお
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いては第 1 主題と第 2 主題，後者においては推移部とコデッタに共通するリズム・モティーフが用
いられているのである。 











審 査 結 果 の 要 旨 
 
＜リサイタル審査＞ 




１ シューベルト：ピアノ・ソナタ ト長調 D894 
 
２ シューベルト：３つのピアノ曲 D946 
 































































て，第 15 番から第 18 番までは二つの主要主題に共通するリズム・モティーフが含まれるのに対し
て，第 19 番から第 21 番では，推移部とコデッタが共通するリズム・モティーフで結び付けられて
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いるというわけである。 
 
近年のシューベルト研究においては，シューベルトに対する否定的な評価の根底にあったベート
ーヴェン絶対主義に対する厳しい批判とともに，シューベルト独自のソナタ作法やその美学を探ろ
うとする動きが活発であるが，本論文もそうした潮流に属していると言って良いだろう。特に，リ
ズム・モティーフという独自の分析装置を用いることによって，シューベルト作品の新しい解釈や
価値づけにつながりうる視座を提示した点（第 3 章）は，本論文の重要な成果として特に高く評価
することができる。また，全てのピアノ・ソナタを丁寧に調査したうえで呈示した反復技法の類型
（第 2章）も，今後シューベルト作品に取り組む者にとってきわめて有用である。 
リズム・モティーフの判定やその変奏法の解釈に関しては，議論の余地がないわけではないが，それは
およそ全ての楽曲分析に付きまとう問題であり，本論文の価値を本質的に損ねるものではない。用語法
の曖昧さなど，予備審査の際に指摘された問題点も全てクリアされているため，論文審査および口述試
験は審査員満場一致で合格と判定された。 
 
  
